
資料　8月の花

ミズヒキ（水引）　ﾀﾃﾞ科ﾀﾃﾞ属
　　花序を上から見ると赤く,
　下から見ると白く見える。

　　　　クサギ（臭木）　ｼｿ科ｸｻｷﾞ属 　　葉は互生、中央付近に
　　落葉小高木　　林縁部に多く生育　 　しばしば黒い斑点。　そう果は クズ（葛） ﾏﾒ科ｸｽﾞ属
対生　全縁　冬芽：裸芽　葉痕：楕円💛型　　　　花被片に包まれて熟し,先が 　ツル性多年草　　全体に黄褐色の粗い毛
集散花序　芳香　　花冠5裂　　雄性先熟 　鉤型に曲がった花柱が残り, 　茎の基部は木質。葉は3小葉。花は総状。
花のあと萼は濃紅色に深裂,星型の中央に 　　　くっつき虫として繁殖。 　豆果。根からとったデンプンが葛粉。根を
果実をのせる。　核果　光沢ある藍色に熟す　　　 　乾燥させ葛根湯。茎の繊維で葛布。
用途：若葉は山菜,果実は草木染,根は薬草 　古代より重用されてきた。

　ヌルデ（白膠木）　ｳﾙｼ科ｳﾙｼ属
ヘクソカズラ（屁糞蔓）ｱｶﾈ科ﾍｸｿｶｽﾞﾗ属 　落葉小高木　ごくまれにカブレ被害あり
別名：ﾔｲﾄﾊﾞﾅ（灸花）,ｻｵﾄﾒｶｽﾞﾗ（早乙女蔓） 　互生　　奇数羽状複葉　　葉軸に翼あり イヌザンショウ（犬山椒）
ツル性多年草 左巻き 茎の基部は木質化 　雌雄異株　円錐花序　雄花花弁反返る 　ﾐｶﾝ科ｻﾝｼｮｳ属　　落葉低木
対生　核果　しもやけ薬として古くから利用 　核果　冬の野鳥たちの貴重な食糧 　枝に棘が互生状につく

　幹から白い樹液→器具に塗る→ヌルデ 　奇数羽状複葉　葉軸に狭い翼
　材は護摩木、樹皮は染料、果実は蝋材 　雌雄異株　　散房花序
　虫えいは五倍子→タンニン→薬用,染料 　比較：サンショウは棘が対生

　葉や果実の匂いに差。
　　　ヤブガラシ（薮枯らし） 　用途：葉・果実→咳止め,　

ﾌﾞﾄﾞｳ科ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ属 　　　果実油→灯油,整髪油
別名：ﾋﾞﾝﾎﾞｳｶｽﾞﾗ（貧乏蔓）
地下茎を伸ばし薮を枯らす勢いで
繁茂する。別名は手入れの悪い
｢貧乏くさいところ｣に生育から。

ツル性多年草　　葉は5小葉
花は小さく,4花弁緑で地味。
雌しべ囲む橙色の花盤目立つ。
雄性先熟。朝開花,午前中に花弁
と雄しべ落ち,花盤は淡紅色に。
果実は黒く熟すが,虫えいになる
ことが多い。
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立秋なので 秋の歌

秋の野に 咲きたる花を 指（および）折り

かき数ふれば 七種の花

萩の花 尾花 葛花 なでしこの花

をみなへし

また藤袴 朝顔の花

万葉集より

山上臣憶良

詠秋野花歌二首
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相生山の四季を歩く会 2020.8.9

参考資料：山渓ハンディ図鑑「樹に咲く花」、「野に咲く花」など

次回は 9月13日（日）9：30

～ 秋の七草

ハギのお花見 ～

つぎの昆虫観察は10月予定

果実のようすも
忘れずに・・・
これはリョウブ
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「自然との共生」をスローガン・言葉だけでなく、

身近な場所で、自身の生き方で、試みていくことが

問われています。

より賢く、考え行動する未来をつくりだすことが、

いま私たちに求められていると思います。

なので、私たちは相生山にこだわり続けています。

相生山から離れられない理由がここにあります。

だから私たちは

相生山を離れない

名古屋市は「道路計画を廃止し、相生山緑地

を整備する」都市計画変更に向かっていたのに、

「道路の必要性を調査検討し、手続き着手の是

非を判断する」と方向転換したかに見えます。

しかし、私たちは変わりません。

自然環境、相生山の生態系を壊してまでつくる

道路は要らない、と思います。

これからも相生山の現地にこだわり、さらに

多くのみなさんと結びついて、自然を大事にす

る生き方、市政を呼びかけていきます。
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